
令和５年度 岡山市子どもの運動習慣定着化事業 実践モデル校取組事例   報告様式 

「遊びで楽しむ！可知っ子運動カード」 

 

学校名 岡山市立可知小学校 校長名 根木 克明 

児童生徒数 400 人 学級数 19 教職員数 45 人 

 

＜体育の授業以外の運動やスポーツの時間（曜日別）＞ 
（令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査から） 

  

 

１ 児童生徒の実態  
 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より、本校における体育の授業以外の運動やス

ポーツの時間は、岡山市や全国の平均を下回っており、休み時間に外で遊んだり、放課後に運動をした

りする児童が少ないことが見られる。実際に休み時間の運動場を見ても、外遊びをする児童は決まって

いる傾向にある。また、ドッジボールや鬼ごっこのような決まった遊びしか行われていない状態であり、

運動の好き嫌いが二極化している実態がある。 

 このように運動をする習慣が定着していない児童に、まずは気軽に運動に触れる機会をつくり、運動

の楽しさを少しでも感じてもらえるような取組が必要だと考えた。 

 

２ 取組の概要  
 可知小学校では、運動委員会の児童が中心となって、「可知っ子運動カード」の作成をした。 

（分） （分） 



 種目については、「みんなでチャレンジランキング in おかやま」にあるものやスポーツ団体でして

いる練習のメニューを参考に委員会の児童が考えた。休み時間に一人でも気軽に挑戦したり、友達と記

録を競ったりできることを考えて、１０級から１級のレベルごとに目標回数、秒数などを決めた。また、

初めての試みであったため種目紹介の動画を撮影し、お昼の全校放送で呼びかけた。 

 

①３０秒高速足踏み 

 足を交互に地面に着く回数を数える。足を素早く動かすスピードや３０秒間続ける筋持久力を育むこ

とをねらいとしている。 

②なわとび３０秒早とび 

 ３０秒間でとべた前回しとびの回数を数える。引っかかっても、続けて回数を数える。縄をとぶテク

ニックや早く回すスピードを育むことをねらいとしている。 

③コアラぶらさがり 

 コアラぶらさがりで鉄棒にぶらさがっていた時間を測る。握力や筋持久力を育むことをねらいとして

いる。 

④ボールターゲット 

 ネットに付いている鬼のターゲットをねらってボールを投げる。鬼の色によって投げ始めの距離も変

わる。ターゲットをねらうコントロールや長い距離を投げられる力を育むことをねらいとしている。 

⑤フラフープ回し 

 フラフープを何回腰で落とさずに回すことができるかを数える。フラフープを落とさないバランスや

テクニックを育むことをねらいとしている。 

⑥ペース走 

 ペース走については、従来から本校で行っていた取組である。音楽に合わせて、５分間自分のペース

で何周できたかを数える。長く走り続けるスタミナを育むことをねらいとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果  
 多くの児童が「可知っ子運動カード」を行い、外に出て運動する児童が増え、寒い時期でも元気に体

を動かすことを楽しんでいた。児童の中には「フラフープが苦手だったけど、だいぶ回せるようになっ

たよ。」「２回連続で鬼のターゲットに当てることができたよ。」など意欲的に運動に取り組む姿が多く

見られた。また先生方からも、「高速足踏みは、教室でもできるからいいね。」「体育の授業のほぐしでも、

みんなでやって楽しかったよ。」という声をいただいた。 

 「可知っ子運動カード」は、今年度からの取組だが、来年度も運動委員会を中心に継続して取り組む

ことができるように感じた。 

 

４ 課題・今後の取組に向けて  
 取組を始めて２週間は多くの児童が外に出て遊んでいたが、やはり運動が苦手な児童はすぐにやめて

しまったり、続けていた児童も記録が伸びないと飽きてしまったりしていた。児童の好奇心や意欲を持

続させていくことの難しさを感じ、そこを乗り越えた先に運動の楽しさがあると考える。 

今後は、期間ごとにカードの種目を変えたり、種目ごとに運動委員会主催の大会を開いたりするなど

の手立てを考え、改善していきたい。 


